
社会保険適用拡大に関する
アンケート結果について

（ご報告）

2024年3月12日

（一社）日本惣菜協会



実施概要

• 期間：2024/02/28～03/07

• 方式：Web調査（Googleフォーム）

• 対象：正会員（390社）

• 回答数/回答率：31社/7.9％
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貴社の事業所数についてあてはまるものをご選択ください。
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従業員の多い事業所の企業規模（人数）を以下ご選択ください。
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短時間労働者の割合をご選択ください。
※週20時間以上労働・月額賃金8.8万円以上・従業員100人超・
学生除外
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パート・アルバイトの従事時間をご選択ください。
（複数回答可）
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パート・アルバイトの属性をご選択ください。（複数回答可）
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採用を希望する人材の条件をご選択ください。（複数回答可）
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【必須回答】過去の適用拡大が短期労働者や企業に与えた影響を
ご選択ください。（複数回答可）
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上記の影響について

良い影響を選択された方の意見

・安定的に長期雇用が出来ている。

悪い影響を選択された方の意見

・働く時間を調整する手間の増加。

・所得制限によって働く時間を短くしたため、会社の経費負担が

増加。

・扶養内に抑える為に勤務時間数を減らすパートが増え、

人手不足の加速。等
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現在の短期時間労働者の適用要件をご選択ください。
（複数回答可）
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【必須回答】更なる適用拡大が行われる場合の影響をご選択
ください。（複数回答可）
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上記で悪い影響を選択された方の意見

・企業側の負担が増大。（経費など）

・短時間勤務希望者の減少。

・扶養内で抑える選択をせざるを得ない世帯の方が、

働きたくても働けない状況になる。

・働ける条件が限られてきてしまう。

・労働者の社会保険料徴収の抵抗感が強く、

求人応募が集まりにくくなる可能性がある。 等
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適用拡大への対応で有効な支援

・手続きの更なる簡素化

・様々な個人的要件を考慮できる簡便なシュミレーションシステム

・更に人材不足が加速するので、人材不足を打破する支援

・社会保険加入により手取り金額が減少するため、
企業に対する助成金ではなく、就労者個人に対する給付金

・分かりやすい説明資料
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